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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 9,264 8.5 901 39.9 893 33.7 576 38.7

29年3月期第3四半期 8,541 3.3 644 24.7 668 31.3 415 39.6

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　624百万円 （49.3％） 29年3月期第3四半期　　418百万円 （34.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 41.33 ―

29年3月期第3四半期 29.81 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 12,758 8,125 63.7

29年3月期 13,196 7,737 58.6

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 8,125百万円 29年3月期 7,737百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

30年3月期 ― 5.00 ―

30年3月期（予想） 7.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 13.9 1,300 16.5 1,300 14.8 770 2.1 55.20

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 13,950,000 株 29年3月期 13,950,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 2,057 株 29年3月期 1,980 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 13,948,018 株 29年3月期3Q 13,948,046 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（1）経営成績に関する説明 

 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策等により企業収益や
雇用情勢の改善を背景に、緩やかな回復基調が継続したものの、海外では地政学的なリスクが
顕在化し不透明な状況で推移しました。 

航空業界では、訪日旅客は過去最高のペースで推移しており、国際線の路線開設・増便が進
み、需要は堅調に推移しております。 

このような状況下における当社業績は、全てのセグメントにおいて売上高は堅調に推移し、
売上高合計は 92 億 64 百万円と前年同期比７億 23 百万円（8.5％）の増収となりました。 

一方、営業費用につきましては、労務費等の増加があるものの、83 億 63 百万円と前年同期
比４億 66 百万円（5.9％）の増加に留まりました。 

以上により、営業利益は９億１百万円と前年同期比２億 57 百万円（39.9％）の増益、経常
利益は８億 93 百万円と前年同期比２億 25 百万円（33.7％）の増益、親会社株主に帰属する四
半期純利益は５億 76 百万円と前年同期比１億 60 百万円（38.7％）の増益となりました。 

 

各セグメントの業績は次のとおりです。 

 

① 動力事業 

航空需要拡大に伴う電力供給機会の増加に加え、B787、A350 等の供給増加に伴う単
価改善により、売上高は 41 億 26 百万円と前年同期比１億 34 百万円（3.4％）の増収と
なりました。 

セグメント利益は、上記増収に加え、減価償却費の減少等により、９億 37 百万円と
前年同期比１億 44 百万円（18.3％）の増益となりました。 

 

② 整備事業 

成田・羽田・関西空港における特殊機械設備整備工事の増加等により、売上高は 36

億 59 百万円と前年同期比３億 42 百万円（10.3％）の増収となりました。 

セグメント利益は、労務費の増加等により、５億 24 百万円と前年同期比 38 百万円
（6.8％）の減益となりました。 

 

③ 付帯事業 

フードカート販売における大型案件の受注、低カリウム野菜の販売数の増加、ビジネ
スジェット支援事業における駐機数の増加、小売電気販売等により、売上高は 14 億 79

百万円と前年同期比２億 46 百万円（20.0％）の増収となりました。 

セグメント利益は、４百万円と前年同期比１億 55 百万円の増益となりました。 
 

 

（単位：百万円） 

 

売上高 セグメント利益又は損失（△） 

29 年３月期 

第３四半期 

30 年３月期 

第３四半期 

前年同期比 

（％） 

29 年３月期 

第３四半期 

30 年３月期 

第３四半期 

前年同期比 

（％） 

 

動力事業 3,992 4,126 103.4 792 937 118.3 

整備事業 3,316 3,659 110.3 562 524 93.2 

付帯事業 1,232 1,479 120.0 △151 4 － 

合 計 8,541 9,264 108.5 1,204 1,466 121.8 

全社費用*    559 564 100.9 

営業利益    644 901 139.9 

＊全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。 
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（2）財政状態に関する説明 

 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比２億 49 百万円（3.8％）減少の
63 億 32 百万円となりました。これは、受取手形及び営業未収入金が７億 96 百万円、繰延税
金資産が 56 百万円減少し、現金及び預金が２億 71 百万円、商品及び製品、仕掛品、原材料及
び貯蔵品等の棚卸資産が３億 30 百万円増加したこと等によります。 

固定資産は、前期末比１億 88 百万円（2.9％）減少の 64 億 25 百万円となりました。これ
は、主に有形固定資産が３億１百万円減少し、無形固定資産が 11 百万円、投資その他の資産
が１億円増加したことによります。 

この結果、総資産は前期末比４億 37 百万円（3.3％）減少し、127 億 58 百万円となりまし
た。 

 

（負債） 

流動負債・固定負債は、前期末比８億 25 百万円（15.1％）減少の 46 億 33 百万円となりま
した。これは、営業未払金が１億 92 百万円、未払法人税等が 99 百万円、未払金が２億２百万
円、流動負債・固定負債を合算した長期借入金が２億 77 百万円減少したこと等によります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前期末比３億 87 百万円（5.0%）増加の 81 億 25 百万円となりました。これ
は、親会社株主に帰属する四半期純利益、期末配当及び中間配当を加減算した結果、利益剰余
金が３億 39 百万円増加したこと等によります。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

 

当第３四半期におきましては、ほぼ計画通りに業績が推移しておりますので、平成 29 年５
月 11 日に発表しました通期業績予想を変更しておりません。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)   
 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

   

 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
3,992,050 3,316,538 1,232,914 8,541,503 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― ― ― ― 

計 3,992,050 3,316,538 1,232,914 8,541,503 

セグメント利益又は損失（△） 792,722 562,957 △151,052 1,204,627 

利  益 金  額 

報告セグメント計 1,204,627 

全社費用（注）          △559,955 

 四半期連結損益計算書の営業利益 644,672 
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 (単位：千円) 

 

当社グループは、事業用資産については事業セグメントを基礎としてグルーピングを行っ

ております。 

当第３四半期連結累計期間において、広島空港における事業形態の見直しに伴い、該当資

産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減損損失 10,529 千円を特別損失に表示して

おります。減損損失の内訳は、構築物 2,007 千円、機械装置 8,522 千円であります。 

なお、処分予定資産の回収可能価額は、使用価値により測定しております。 

 

 
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)   
 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                    (単位：千円) 

 
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

 

 

 

 

減損損失 

報告セグメント  

合  計 

 動力事業 整備事業 付帯事業 

10,529         ―      ―       10,529 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
4,126,297 3,659,100 1,479,392 9,264,790 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
19,215 7,129 121,605 147,949 

計 4,145,512 3,666,229 1,600,997 9,412,740 

セグメント利益 937,518 524,582 4,634 1,466,736 

利  益 金  額 

報告セグメント計 1,466,736 

全社費用（注） △564,961 

 四半期連結損益計算書の営業利益 901,774 
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 (単位：千円) 

 

当社グループは、事業用資産については事業セグメントを基礎としてグルーピングを行っ

ております。 

当第３四半期連結累計期間において、付帯事業で使用していた販売システムを既存システ

ムに統合することに伴い、該当資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減損損失

3,789 千円を特別損失に表示しております。減損損失の内訳は、リース工具器具備品 3,789

千円であります。 

なお、処分予定資産の回収可能価額は、使用価値により測定しております。 

減損損失 

報告セグメント  

合  計 

 動力事業 整備事業 付帯事業 

         ―         ―     3,789       3,789 




